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がん・生殖医療導入に向けた
精神的サポート体制構築を検討する

2014年11月30日（日）10：00～16：00

鈴木　直先生（聖マリアンナ医科大学） 森本義晴先生（IVFなんばクリニック）
杉本公平先生（東京慈恵会医科大学） 髙見澤聡先生（国際医療福祉大学）  
森　明子先生（聖路加国際大学） 岩満優美先生（北里大学）
田村智英子先生（胎児クリニック東京） 杉森裕樹先生（大東文化大学）

東京慈恵会医科大学  大学1号館（U-1棟）

各講演第1部

120名定 員 2,000円 事前参加登録申し込み締め切り：１１月２１日(金）
当日受付も有りますが事務手続き上できる限り事前の登録をお願い
いたします。詳細は裏面をご覧ください。

参加費

演 者

グループ・ディスカッション第2部

日本がん・生殖医療研究会カウンセリング小委員会
委員：山本あゆみ先生（IVF大阪クリニック 遺伝カウンセラー）
現在、若年がん患者の長期的なQOLを考慮した『妊孕性温存』医療は広まりつつあります。遺伝性腫瘍や生殖補助医療領域は、
私たち遺伝カウンセラーの主な活動の場となっていますが、私たちはその専門性を活かし、この選択肢について患者・家族にどのよ
うな関わりができるでしょうか。今後の「がん・生殖医療」における遺伝カウンセラーの取り組みについて一緒に考えていきませんか？

日本生殖医療心理カウンセリング学会
平木典子先生（統合的心理療法研究所 所長）
臨床心理士やカウンセラーの皆さん。今、がんと生殖をつなぐ医療の領域で、心理支援の必要性が高まっています。がん
患者が情報や支援不足のため、子どもを産み育てるのをあきらめたり、悩んだりしているからです。「がん・生殖医療」カウンセ
リングに取り組みませんか。

日本生殖医療心理カウンセリング学会
髙見澤聡先生
日本生殖医療心理カウンセリング学会は日本がん・生殖
医療研究会に協力し、がん生殖医療における患者心理
サポート体制の確立を支援するため、新たにがん生殖医
療に携わるカウンセラーの育成を行うこととし、現在その
教育・研修システムの構築に取り組んでいます。

日本がん・生殖医療研究会
杉本公平先生
「生命」と「妊孕性」の危機に同時に直面している患者さんを
どうやってサポートしていけばいいのか？ 多くの課題を解決す
るために様々な職域の協力が必要です。がん生殖医療にお
ける精神的サポート体制の構築はまだ始まったばかりです。
皆様の専門性を生かして新たな世界を一緒に開拓しましょう。
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■ 事前参加登録申し込み締め切り：11月21日（金）

※ご記入いただきました個人情報は厳正な管理のもと、シンポジウムに関する
　連絡事項および商品情報の発送以外の用途には使用いたしません。

045-937-1029申込先
FAX

：

ご連絡先
（代表者）

都 道
府 県

〒　　　　 ｰ

Fax. E-mailTel.

お名前
（代表者）

フリガナ

勤務先名 勤務先部署

※ご連絡先が勤務先の場合は、勤務先名と勤務先部署もご記入ください。

職 種

所 属

1：医師　　　2：心理士　　　3：看護師

4：その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

ご記入日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

一緒に参加される方のお名前 職 種 所 属

1：医師　2：心理士　3：看護師　4：その他（　　　　　　　　　　　 ）

1：医師　2：心理士　3：看護師　4：その他（　　　　　　　　　　　 ）

1：医師　2：心理士　3：看護師　4：その他（　　　　　　　　　　　 ）

1：医師　2：心理士　3：看護師　4：その他（　　　　　　　　　　　 ）

■ お申込方法■ シンポジウム概要

■ グループ・ディスカッション企画

■ お振り込み先　＊お振り込み手数料はご負担願います。
振込口座： みずほ銀行　向ヶ丘支店（店番号540）
口座番号： （普通）１３２１４７２
口座名義： 特定非営利活動法人 
 日本がん・生殖医療研究会 理事 鈴木 直

■ 申込先・お問い合わせ先
運営事務局：（株）ヒューマン リプロ・Ｋ
〒226-0003 神奈川県横浜市緑区鴨居6-19-20
TEL：045-937-1039　FAX：045-937-1029

「がん・生殖医療導入に向けた精神的サポート体制構築を検討する」
日　時：2014年11月30日（日） 10:00～16:00
会　場：東京慈恵会医科大学 大学1号館（U-1棟）
定　員：120名　　参加費：2,000円

事前参加登録申込書

下記申込欄に必要事項をご記入の上、事務局へ
郵送またはFAXにてお申し込みください。
同施設において参加をご希望される方もご一緒に
ご記入の程お願いいたします。

本シンポジウムでは、職域を混合した8人程度でのグループ・ディス
カッション（約1時間）を企画しております。がん・生殖医療では、
複数の診療科、職種、場合によっては複数の施設が連携すること
が必要となります。職域、施設間の垣根を越えた精神的サポート体
制を構築するために議論すべきテーマをいくつか用意しております。
（例：テーマ１．『がん・生殖医療で困った経験』生殖医師→腫瘍
科医師；腫瘍科の医師が卵巣希望の患者に過剰な期待をもたせる
ような話をしていたために対応に困った）

他にも、テーマとしては『各職種間がお互いに望むこと』、『各施設間
がお互いに望むこと』、『各職種が所属学会に望むこと』などを考えて
おります。その他にも良きテーマがないかご意見を募集しております。
『このことを話し合いたい』というテーマがあれば教えてください。

皆様とお会いできる日を楽しみにしております。

話し合いたいテーマをお教えください

テーマ案１

テーマ案２

テーマ案３


